






1.はじめに 

小児の急性リンパ性白血病の予防が改善し,長期生存あるいは更に治癒の可能性が現実の

ものとなるにつれ,生存の質が問題とされるようになった。特に中枢神経白血病の予防のた

めの,頭部への放射腺照射の影響については多くの報告があるが,中枢神経機能や下垂体機

能についてのものが大部分である。 

小児では成人と異なり,脳頭蓋に比し顔面頭蓋が小さいため,頭蓋照射から甲状腺の受ける

照射量は相当に大きい可能性があり,甲状腺に対しては下垂体を経ない直接の影響が考え

られる。 

この点を明らかにする目的で,甲状腺に対する照射線量の測定と,経時的な甲状腺機能の測

定を行った。 


